
おかもり通信 秋号

スタッフリレー

テーマは「生きものとふれあおう」　

　　　　　　　　～生きものスポット巡り～　　　　

おかもりファミリークラブ 第２回目

1　おかもりファミリークラブ　2026年度第2回目の開催の様子をご紹介

2　市民活動団体「里山ミニの会」についてインタビュー

　　　今号のトピックス　　

土日だけ姿を現す「おかだえもん」でございます。
稲作体験、さつま芋作り体験、四季のまつり等、主にイベントを担当しています。
また場内看板の文字やネームプレート等を「ウッドバーニング」で描いて作成する
こともしていますよ！
体験の森を遊びつくそうぜ！

２０２６年

vol.14

おかざき自然体験の森スタッフがリレー形式で登場します！



講師

   自然観察からスタート！

　 おかもり旗掲揚です

　メインプログラム「生きものスポット巡り」

2026年度第2回おかもりファミリークラブ実施しました！
第2回目は「生きものとふれあおう」。開催したレポートをお届けします！

おかざき自然体験の森のフィールドで、
直接体験を通じてメンバー同士の相互作用の中
で学び合い、 自ら考え行動することを目指す
クラブです。

おかもりファミリークラブとは？

第2回の始めは、各家族で管理棟までの道のりを自然観察して移動します。
観察しながら歩いていくと、季節の変化を感じることができますね。
前回6月との違いはどんなことだったでしょうか。

管理棟でそれぞれ感じたことをグループで共有しました。
自分では気付かなかったことを教えてもらえると、新しい発見になりますね。

おかもりファミリークラブ 
第2回目の開催の様子をご紹介

クラブのオリジナルソングを歌いながら、クラブ旗を掲揚します。
スタッフのギター、ウクレレを伴奏にメンバーも楽器持参で音を奏でてくれ、みんなで合唱です。
さあ、今日のプログラムスタートです。

第2回のテーマは「生きものとふれあおう」です。
講師におかざき湿地保護の会　副会長　川田奈穂子氏をお迎えし、「生きものスポット巡り」。

場内の生きものスポットを歩いてまわります。
みんなで歩いていると、それぞれの視点で発見があり、見どころ満載でした。

おかざき湿地保護の会　
　　副会長　川田奈穂子さん　　

メンバーの
感想

メンバーの
感想

カマキリがセミを捕らえていて、

その動きにびっくりした
絶滅危惧種が見れた



　自由交流「葉っぱボートレース」

　今日のふりかえりです

最後は小川に入って水辺の生きもの探し。
日陰で水に入ると、暑さもしのげ、気持ちよさそうでした。
希少な生きものも見ることができ、嬉しい発見もありました。

管理棟に戻って、見つけた生きものをみんなでふりかえり。
生きものたちが活発に活動している姿をたくさん見ることができました。
みんなで探したからこそですね。

メンバーの
感想

メンバーの
感想

メンバーの
感想

メンバーの
感想

観察することの大切さや

楽しさを知った

子どもたちの生きものへの

関心の高さに関心した

11月29日（日）「森とふれあおう」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

プログラム終了後は自由交流の時間です。
今回は「葉っぱボートレース」を行いました。

前日に開催した「流しそうめん体験」で作ったレーンを使い、
自分で作った舟を流すタイムレースです。

葉っぱで舟の作り方を教えてもらったら、速く進むにはどうしたらよいかを考
えて、自分の舟を作ります。
制作したら試走し、試行錯誤して、完成させたら本番のレース！みんな真剣そ
のものでした。

第3回目は森に入ってたくさんの不思議を見れたらと思います。お楽しみに！

次回

最後に全体で今日感じたことを共有していきます。どんな意見も黙って聴くことがクラブのルールです。
まずはグループで、その後全体で自分が感じたことを共有します。

「生きものが苦手だけど、今日は触れた！」そうやって自分の変化を嬉しそうに話す子もいました。

クラブが次の行動の、一つのきっかけになったら嬉しいです。

第3回は11月に開催「森とふれあおう」です。次回もみんなで楽しく活動しましょう！

ウシガエルが何でも食べると

知ってびっくりした

小さい小川なのに

たくさんの生きものがいた



おかざ き自然体験の森 住所：愛知県岡崎市八ツ木町池ノ上10番地

活動場所の整備として間伐や下草狩り等の整備、小屋や薪置き場の作成
竹飯盒等のレクリエーション
間伐材を利用してコンポストの作成
落ち葉やウッドチップから腐葉土の作成→カブトムシの繁殖
腐葉土等を使っての野菜の栽培

小学生から年配の方までメンバーの年齢層が幅広いですよね。
子どもたちはどのようなことを行っていますか。

今後の計画や活動予定を聞かせてください。

この会の楽しさや魅力はどんなことだとお考えですか。

竹飯盒や山菜、山栗などの山の幸を利用した自分たちが楽しむ行為
間伐材を利用した木工作品の作成、販売
竹材の有効活用として竹ぼうき、竹熊手等の作成、販売
どんぐりや松などの増やしたい木の苗木作り、etc

　市民活動団体「里山ミニの会」インタビュー

自然と触れ合いたい方、自然をより理解したい人、何かを作ることが
好きな人に仲間になってもらいたいです

活動開始から現在までどのような活動をされてきましたか。

どのような方に会の仲間になってもらいたいですか。

里山とは、山から利益を得ながら山を管理する事だと思っています。
そしてうちの会はお金も利益ですが、自分たちが楽しむ事も利益として考えています。

個人的には落ち葉をカブトムシが食べて良い腐葉土になり、それで野菜を育てて食べる
等の循環を感じられる事などが好きですが、趣旨に合ってさえ居れば、やることは自由
に変えられる事がこの会の魅力になると思っています。
キノコが好きな人が来れば、キノコの原木栽培をやるのも良いと思います。

子供が居る日も居ない日もあるので、特別に子供用のする事を用意している訳ではありません。
大人と一緒に作業をする事もあれば、子供に出来る事をお願いする事もあります。
自分が手を離せなく指示を出せない時に、何をすれば良いか聞きに来る事もありますし、
〇〇して良い？と聞きに来る事もあります。

例としては腐葉土用の落ち葉をあつめたり、藪になっている場所をきれいにしてもらったり、
腐葉土の中で成長するカブトムシを観察したりですかね。

「里山ミニの会」代表にインタビュー！
体験の森で活動を開始して3年目になる「里山ミニの会」。
代表の青木健司さんに現在の活動内容について、お話を伺いました。

（受付時間　9：00～17：00）

0564-45-5544 https://okazaki-kanko.jp/mizutomidori/shizen-taiken

E-mail:okazaki-fone@conyx.co.jp FacebookFacebookFacebook

https://okazaki-kanko.jp/mizutomidori/shizen-taiken
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